




























































具体的には、2000年から 2012 年まで、中国と ASEAN諸国（マレーシアとベトナムを事例として、以
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その一方で、中国と ASEAN 諸国の外交関係（安全保障関係）を考察することを通じて、中国は ASEAN と
FTAを締結する時の外交的な目的を果たしているのかを検証しておきたい。 
まず、第一章では、既存の先行研究をサーベイすることを通じて、FTA の経済効果、外交（政治）効
果を明らかにする上で、中国は ASEAN と FTAを締結する目的を示しておきたい。また、具体的な事例と
して、中国とマレーシアとの経済・外交関係、中国とベトナムとの経済・外交関係の分析を行うため、
その分野の先行研究をサーベイして、理論的な根拠を提出しておきたい。 
































































































































した FTAは 11がある11。その中で最も注目されるのは、中国と ASEANの FTA（CAFTA）である。CAFTAが
締結して以来、数多くの研究者が経済及び外交の側面から中国が ASEANと FTA を締結するメリットを分
析した。以下これらの分析を簡単に紹介しておきたい。 












                                                        
9  外務省 外交政策を参照 http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/fta/senryaku_02.html 2014年12月9日アクセス 
10 片山 さおり等 編 『アジア太平洋のFTA競争』 勁草書房 2010 27頁 
11 中国と香港、中国とマカオ、中国と台湾のFTAを除く。 
12 青木 健 「ASEAN・中国のFTA創設合意と日本の対応」『ITI季報spring2002/No.47』 国際貿易投資研究所 40頁 
13 関 志雄 「中国のWTOとFTA戦略」http://www.rieti.go.jp/users/china-tr/jp/030317world.htm 2013年1月10日アクセス 
14 石川 幸一 「ASEANと中国のFTAをどう評価するべきか」『季刊 国際貿易と投資』Spring2006/No.63 71頁 





























                                                        
16 同上 
17 同上 
18 中国社会科学院アジア太平洋研究所「中国のFTA政策」『日中韓経済ビジネス連携に関わる調査・研究報告書』 2012 ジェトロ 47頁 
http://www.jetro.go.jp/jfile/report/07000978/jp_cn_kr_business_alliance.pdf 2013年2月１日アクセス 
19久我 由美「中国-ASEAN自由貿易地域と投資政策——FTAの推進力としての「走出去」政策」アジア研究 Vol.55,No.4,October2009  50頁 




























                                                        
21 張 蘊嶺 報告「東アジア統合の枠組の下での中国- ASEANFTA」2003 財務省
http://www.mof.go.jp/pri/research/conference/china_research_conference/2002/chu14_07a.htm 2013年１月15日アクセス 
22 佐藤 考一 「ASEAN諸国の対中認識——中国脅威論の虚と実」『ASEAN全体像の検証』 日本国際政治学会 1997 130頁 
23「華夷制度」とは秦時代から、中国政府は周辺諸国との関係は「朝貢」、「册封」制度で維持してきた。中国はピラミッド頂点の王国として、
周辺の国を垂直的な統治をしてきた。———張 小明 「中国与周边国家关系的历史演变：模式与过程」 黄 大慧『中国改革開放与東亜』 社





























                                                        
24 関 志雄「中国のWTOとFTA 戦略」 http://www.rieti.go.jp/users/china-tr/jp/030317world.htm 2013年1月10日アクセス 
25 青木 健 「ASEAN・中国のFTA創設合意と日本の対応」 『ITI季報 Spring 2002/No.47』 40〜41頁  
26 真家 陽一 「中国の対ASEAN経済戦略」木村 福成・石川 幸一著『南進する中国とASEANへの影響』 ジェトロ 2007 


























                                                        
28 黄磷 「マレーシアと中国の貿易と直接投資」 大西康雄編『中国・ASEAN経済関係の新展開——相互投資とFTAの時代へ』 アジア経済研究
所 161頁〜166頁 
29 石川幸一 「活発化する中国企業のASEAN投資」 『季刊 国際貿易と投資Spring 2005/No.59』72〜74頁を参照 
30 久我由美 「CAFTAと投資政策」 『アジア研究』 Vol. 55 No.4 October 2009 44〜46頁を参照 
31 福地亜希 「ASEANと中国のFTAと経済関係の深化」『BTMU ASEAN TOPICS』 No.2010/7 Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ  
http://www.bk.mufg.jp/report/ecosta2010/ASEANTOPICS-20101216.pdf 2013年5月３日アクセス 
32 鄧小平 「国家主権和安全要始終放在第一位」 『鄧小平文選（第三巻）』 1995 人民出版社 
http://www.xiexingcun.com/zsxd/dengxiaoping/3/109.htm 2013年4月23日アクセス 
33 ジョセフ・リョ ・ーチンヨン 「マレーシアの冷戦後の対中政策に関する再評価」『中国の台頭ー東南アジアと日本の対応』恒川 潤 編 平





























                                                        
34石川幸一 「ASEANと中国のFTAをどう評価するか」 『国際貿易と投資Spring』 2006 NO.63 7 1頁 
35 佐藤考一 『「中国脅威論」とASEAN諸国』 2012 勁草書房 51頁 
36 高橋俊樹 「ACFTA（ASEAN中国FTA）の域内貿易への影響と運用実態」 『季刊 国際貿易と投資 Autumn 2013/No.93』 


























                                                        
38 福地亜希 「ASEANと中国のFTA（ACFTA）と経済関係の深化」 『Btmu Asean Topics No.2010/7』 
39 Gowa, J 『Allies, Adversaries, and International Trade』 1994  Princeton University Press 
http://www.stanford.edu/class/polisci243c/readings/v0002105.pdf 2013年8月15日アクセス 
40 Polachek, S. W. 『Conflict and Trade: An Economics Approach to Political Interactions. Why Democracies Cooperate More and Fight 
Less: The Relationship between International Trade and cooperation』 Review of International Economics, 1996, 295〜309頁  
41徐 春祥 『東亜貿易一体化——従区域化到区域主義』 社会科学文献出版社 2008 115〜118頁 
42石川幸一 「ASEANと中国のFTAをどう評価するか」 『季刊 国際貿易と投資 Spring2006/ No.63』 



































































第一節 中国・ASEAN FTAの分析視点 
第一章における現存の先行研究の考察によって、中国が ASEANとFTAを締結する経済的利点とは、自
国商品の輸出拡大、中国にとって ASEAN から自然資源を確保すること、海外投資を促進することと整理
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表１ 中国のGDP及び外貨準備高比較    単位：億ドル；％ 
 
GDP 世界順位 外貨準備高 世界順位 
 
1980年 1894 11 
27.08(1981
年) — 
 2002年 14538 6 2911 3 
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出所：福地亜希 「ASEANと中国のFTAと経済関係の深化」『BTMU ASEAN TOPICS』 No.2010/7 Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ 第１表を参
照して作成 http://www.bk.mufg.jp/report/ecosta2010/ASEANTOPICS-20101216.pdf 2013年5月３日アクセス 
時間 内容 
2002年11月 「ASEAN・中国包括的経済協力枠組み協定」締結 
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出所： 2001-2004年は吉野文雄「東南アジアと中国——ASEAN中国FTA時代の経済と外交」の表3、2005-2010年は「2010 Statistical Bulletin 
of China's Outward Foreign Direct Investment 」102頁及び『中国統計年鑑』（2002〜2011年号）の統計によって作成 
 
しかし、2000年代後半から、中国政府は「走出去」政策を実施するため、様々な対外投資の優遇政策
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なると、中国の対外投資総額は 688億 1000万ドルに達成し、2007年より 2.6倍増加した。2010年、中





発効された 2010年に、中国の対 ASEAN直接投資の総額は 44億 460万ドルに達し、歴史的に最高値とな
った。国別から見ると、2010 年中国の投資はカンボジア、ミャンマー、シンガポールとタイに集中して
いる。 
表4 2001年〜2010年 中国からASEANへのFDI額の変遷     （単位：百万ドル） 
  2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 
ブルネイ - 0.7 - - 1.5 ― 1.2 1.8 5.8 16.5 
インドネシア 0.9 5.7 26.8 62.0 11.8 56.9 99.1 174.0 226.1 201.3 
マレーシア 0.6 1.5 2.0 8.2 56.7 7.5 -32.8 34.4 53.8 163.5 
フィリピン 0.3 1.4 1.0 - 4.5 9.3 4.5 33.7 40.2 244.1 
シンガポール 0.6 3.3 -3.2 47.9 20.3 132.2 397.7 1551.0 1414.3 1118.5 
タイ 186.6 6.1 57.3 23.5 4.8 15.8 76.4 45.5 49.8 699.9 
カンボジア 53.6 8.0 22.0 29.5 5.2 9.8 64.5 204.6 215.8 466.5 
ラオス 1.7 9.4 0.8 3.5 20.6 48.0 154.4 87.0 203.2 313.6 
ミャンマ  ー 2.6 24.3 - 4.1 11.5 12.6 92.3 232.5 376.7 875.6 
ベトナム 41.2 41.8 12.8 16.8 20.8 43.5 110.9 119.8 112.4 305.1 
合計 288.4 102.0 119.3 195.6 157.7 335.8 968.1 2484.4 2698.1 4404.6 
出所：2005-2010年は、2010 Statistical Bulletin of China's Outward Foreign Direct Investment 102頁より，2001-2004年は、「東
南アジアと中国——  
   ASEAN中国FTA時代の経済と外交」の表3 吉野文雄 の資料から推計 
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 29 
 












表5 中国の対ASEAN輸出入変遷 （2000〜2011年）    （単位：億ドル） 
 
2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 
中国の対ASEAN輸出額 173.4 183.8 235.8 309.3 429.0 553.6 
中国輸出総額 2492.0 2661.0 3256.0 4382.3 5933.3 7619.5 
ASEANの輸入総額 3674.5 3312.0 3466.7 4056.6 4933.8 5636.1 
世界の輸入総額 63883.3 61419.3 64358.8 75209.2 91366.5 103691.0 
 
2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 
中国の対ASEAN輸出額 713.1 941.6 1321.2 1062.6 1381.6 1700.7 
中国輸出総額 9689.8 12204.6 14306.9 12016.1 15777.5 18983.8 
ASEANの輸入総額 6461.6 7509.0 8972.9 7265.5 9409.2 11428.1 
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カンボジア、ラオス、ミャンマーとベトナム（CLMV）を定義する。 
67 石川 幸一 「ASEAN包括的投資協定の概要と意義」『季刊 国際貿易と投資』Spring 2010/No.79 20頁 
























1.34 1.31 1.34 1.34 1.37 1.43 
1.65 
1.50 1.39 1.40 
1.09 1.13 
1.17 1.18 1.2 
1.27 1.32 1.33 1.28 1.42 
1.16 1.17 
0.43 0.42 0.41 0.44 0.45 0.48 0.50 0.51 
0.53 0.53 0.57 0.55 
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貿易の面では、2000 以後中国の対外輸出は大きく成長している。対 ASEAN の輸出もこの波に乗って、
成長してきた。だが、中国と ASEAN の貿易緊密度は元々高いため、現在貿易額が増えているが、貿易の
緊密度は微増の傾向を見られる。 
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それに対して、中国はマレーシアのアジア通貨基金と経済協力構想を積極的に応じた。1999 年 11 月
23日に、朱鎔基総理は中国がアジア通貨基金の設立を支持すると発表した82。その後、2001年 11月に、
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まず、中国と ASEAN6は 2010年、CLMV諸国とは 2015年までに関税の撤廃を行なうことを約束した。
表 3に示したように、ノーマル・トラックについて、中国と ASEAN6は 2010年に（その中の 150品目は
2012年に）撤廃し、CLMV諸国とは2015年に（その中250品目は2018年に）撤廃することを決めた。 
センシティブ・トラックについて、中国と ASEAN6は 2012年に 20%に、2018年に 0〜5%に引き下げ、
CLMVとは2015年に20%に、2020年に0〜5%に引き下げることを決めた。高度センシティブ品目について、
中国とASEAN6は2015年に50%以下に引下げ、CLMV諸国とは2018年に50%以下に引下げることを決めた。 








2004年 2005年 2006年 
X＞15% 10 5 0 
5%≤X15≤% 5 0 0 
X＜5% 0 0 0 
 
CLMV諸国の関税削減スゲジュール 
  X＝MFN税率     ACFTA特恵関税率（％）   
    2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 
  X≥30% 20 15 10 5 0 0 0 
ベトナム 15%≤X＜30% 10 10 5 5 0 0 0 
  X＜15% 5 5 0-5 0-5 0 0 0 
ラオス X≥30% - - 20 14 8 0 0 
及び 15%≤X＜30% - - 10 10 5 0 0 
ミャンマ  ー X＜15% - - 5 5 0-5 0 0 
  X≥30% - - 20 15 10 5 0 
カンボジア 15%≤X＜30% - - 10 10 5 5 0 












X＝MFN税率 2005年 2007年 2009年 2010年 
X≥20％ 20 12 5 0 
15%≤X＜20% 15 8 5 0 
10%≤X＜15% 10 8 5 0 
5%＜X＜10% 5 5 0 0 











限にセンシティブ・トラック品目を指定した。そのうち、センシティブ品目の 40%以下、或は HS6 桁で
100品目のどちらか少ない品目数を上限にして高度センシティブ品目として指定することができる。関税


























 紙・同製品(48） 64 電気機器（85） 28 プラスチック製品(39) 73 一般機械(84) 35 プラスチック製品(39) 43 鋼鉄(72) 57 
輸送機械(87） 11 家具・照明器具(94) 12 輸送機械(87) 29 プラスチック製品(39) 29 輸送機器(87） 42 電気機器(85) 49 
写真用材料（37） 10 履物（64） 9 衣類(62) 28 輸送機械(87) 24 鋼鉄(72) 30 履物(22) 22 
木材・同製品（44） 8 一般機械（84） 7 有機化学品(29) 25 鋼鉄(72) 23 衣類(61) 28 鋼鉄製品(73) 21 
印刷物(49） 8 紡織用繊維製品(63） 4 衣類(61) 23 綿織物(52) 21 紡織用繊維製品(63) 27 一般機械(84) 19 
その他 59 その他 6 鋼鉄(72) 23 その他 140 その他 97 その他 74 
計 160 計 66 その他 148 計 272 計 267 計 242 
    
計 349 




  中国     インドネシア     マレーシア      フィリピン      タイ   
紙・同製品(48) 40 輸送機械(87) 23 鋼鉄(72) 43 プラスチック製品(39) 15 輸送機械(87) 22 
木材・同製品(44) 11 穀物(10) 6 輸送機械(17) 17 肉類(02) 14 コーヒー・茶(09) 11 
輸送機械(87) 8 プラスチック製品(39) 5 たばこ類(24) 7 野菜類(07) 9 油脂(15) 8 
穀粉(11) 7 糖類・砂糖菓子(17) 4 ガラス製品(70) 7 ガラス製品(70) 9 石材等(68) 8 
油脂(15) 6 陶磁製品(69) 3 陶磁製品(69) 5 輸送機械(87) 7 一般機械(84) 7 
その他 28 その他 9 その他 17 その他 23 その他 44 
計 100 計 50 計 96 計 77 計 100 
注：ブルネイは輸送機械(87)のみ34品目、シンガポールはビール1品目のみ。品目数はHS6桁ベース。品目数の多い上位5分類(HS2桁レベ  






























































1.2 1.8 2.1 2.7 3.5 4.3 4.3 6.6 
16.6 21.1 
44.8 55.5 72.1 95.0 120.9 159.9 193.8 174.7 217.7 255.2 







2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 
アーリーハーベスト品目 ノーマルトラック品目 センシティブトラック品目 
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     図6 2000年〜2011年中国の対マレーシアの輸出額構成      （単位：億ドル） 
 
注：2010年からノーマル・トラックの関税は0に引下げるため、2010年以降ノーマル・トラックとアーリーハーベストを一緒に計算するまた、  










  第一位 第二位 第三位 
2004 電気設備とその部品（HS85） 機器機械とその部品（HS84） 鋼鉄（HS72） 
2005 電気設備とその部品（HS85） 機器機械とその部品（HS84） 鋼鉄（HS72） 
2006 機電製品（HS84-85） 金属製品（HS72-83） 化学製品（HS28-38） 
2007 機電製品（HS84-85） 金属製品（HS72-83） 化学製品（HS28-38） 
2008 機電製品（HS84-85） 金属製品（HS72-83） 化学製品（HS28-38） 
2009 機電製品（HS84-85） 金属製品（HS72-83） 化学製品（HS28-38） 
2010 機電製品（HS84-85） 金属製品（HS72-83） 化学製品（HS28-38） 
2011 機電製品（HS84-85） 金属製品（HS72-83） 化学製品（HS28-38） 
出所：「国別貿易報告」中国商務部（2005〜2012年号）の統計により作成  
6.8 













1.3 1.4 2.6 3.0 5.3 
7.0 9.3 10.7 13.6 12.4 
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図7 2000年〜2011年中国がマレーシアへの輸出入額変化  （単位：億ドル） 
 
出所：『中国統計年鑑』（2001〜2012年号）の統計データにより作成 
 25.6   32.2   49.7   61.4  
 80.9   106.1  
 135.4   176.9  
 214.6   196.3   238.0  
 278.9  
 54.8   62.1  
 93.0  
 139.9  
 181.7   200.9  
 235.7  
 287.0  
 321.0  323.4  
 504.5  
 621.4  
 80.4   94.3   142.7  
 201.3  
 262.6  
 307.0  
 371.1  
 463.9  
 535.6   519.7  
 742.5  












2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 
輸出入総額 輸入額 輸出額 
 51 





























































                                                        
95輸出促進に対する二重控除、輸出促進に対する単純控除、輸出信用保険料の二重控除、倉庫に対する特別産業建築物償却制度、船積み運賃の
二重控除 
96 「マレーシア投資ガイド」 国際機関日本アセアンセンタ  ー http://www.asean.or.jp/ja/asean/know/country/malaysia/invest/guide/ 
2013年6月4日アクセス 









表11 1990年〜2000年中国がマレーシアへの直接投資フロ  ー  （単位：百万ドル） 













                                                        
100 「2005年度中国対外直接投資統計公報」 中国国家統計局 














2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 
中国の対マレーシア投資フロー 
 
91年 92年 93年 94年 95年 96年 97年 98年 99年 00年 
件数 4 5 9 9 7 4 5 9 4 8 





















送機器の HS品番は HS87と HS17である。また電気・電子製品の一部は HS84の一般機械に含まれ、基礎
金属製品の一部はHS72の鋼鉄に含まれる104。だから、近年、中国のマレーシアに対する投資はセンシテ
ィブ・トラックの産業を中心に行われている（表8、9を参照）。 
                                                        
101 『中国対外直接投資統計公報』（2003、2004、2004、2005、2006、2007、2008、2009、2010、2011）中国商務部のデータを参照 
102 『中国対外直接投資統計公報』（2011） 中国商務部のデータにより推算 

















































国と ASEAN諸国の互いの投資に法律的な保障を付けた。マレーシアは ASEAN においていち早く対外投資
を受けいれた国であり、自国の外資優遇政策を率先して作り、業種によって、税金の免除、インフラ控
除、「ハラル」証書取得の費用に対する二重控除、輸出入関税の優遇措置などの政策を作成した。 
























































                                                        
105 青山 瑠妙 「中国の周辺外交」 『中国外交の世界戦略』 青山瑠妙など 2011 明石書店 93頁 
 58 
安定した国際環境を創出することを重視し、「一圏・一列・一片・一点」の外交方針を続いて実施してき


























                                                        
106 『アジア動向年報2005』 アジア経済研究所 362頁と『アジア動向年報2010』 アジア経済研究所 322頁 を参照 
107 「馬・中国クアンタン工業団地で起工式 2015年の完工予定」 アジアエックス 2013年2月8日
http://www.asiax.biz/news/2013/02/08-083443.php 2014年11月3日 アクセス 
108 「マレーシア貿易工業部副部長：21世紀海上シルクロードの建設を支持」 新華社 2014年9月１６日




























                                                        
109 「中央外事工作会議在京挙行胡錦濤作重要講話」 2006年8月23日 中華人民共和国人民政府ホームページ   
http://www.gov.cn/ldhd/2006-08/23/content_368731.htm  2013年6月15日アクセス 
110 中国はスプラトリー諸島及び周辺海域に主権を有すると主張しているが、マレーシアはスプラトリー諸島うちの五つの島嶼の主権を有する
と主張している。 
111 「EEZに中国艦船4隻が侵入、マレーシア海軍が退去要求」 中国紙 2013年4月30日 http://www.malaysia-navi.jp/news/?mode=d&i=1889 
2014年11月3日 アクセス 



























                                                        
113 『アジア動向年報2013』 アジア経済研究所 185〜186頁、334頁 を参照 
114 新華社による情報 
115 「習近平主席とマレーシア首相が会談」 人民網ニュース http://neon.icubetec.jp/a/c8d37e5ca7164e3a84f4f6cc4c326252 2014年11
月3日アクセス  
116 同上 
























以上述べたように、1990 年代、マレーシアは中国にとって、ASEAN との架け橋であった。CAFTA 締結
する時期、中国はマレーシアと友好関係を維持することにより、ASEANとの同盟関係を固めた。近年、中




































































                                                        
118 ジェトロの統計により 































                                                        




























































                                                        
























                                                        










する。---「EPAの動態的効果に係る委託調査事業」 三菱総合研究所 平成23年 11頁
http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2011fy/E001905.pdf 2014年11月12日アクセス 
124 トラン・ヴァン・トウ 「ASEAN-中国のFTA：ベトナムへの挑戦」 
http://www.f.waseda.jp/tvttran/jp/jronbun/J06Mar_obirin_sanken_ronbun.pdf 2014年11月11日アクセス 































                                                        
126 佐藤考一 『「中国脅威論」とASEAN諸国——安全保障・経済をめぐる会議外交の展開』 勁草書房 2012 23頁 
127 ここのCAFTAと言うのは「中国ASEAN包括的経済協力枠組み協定」のことを指す。 




























                                                                                                                                                                      
http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/2013/documents/5140143_6a.pdf 2014年１月11日アクセス 
129庄司 智孝 「南シナ海の領有権問題——中国の再進出とベトナムを中心とする東南アジアの対応」『防衛研究所紀要』第14巻 第1号 2011 
防衛研究所 4頁 
130 庄司 智孝 「南シナ海の領有権問題—中国の再進出とベトナムを中心とする東南アジアの対応」11頁






























                                                        
132 1966年から1977年まで、中国国内では「文化大革命」が勃発した。1979年に対越戦争が勃発した。1989年に「天安門事件」が発生した。
また、1945年から1989年まで冷戦が続いた。すなわち、1990年代以前、中国の国内及び国外の環境は動乱な状況であった。 
133「中国主張和平解決南沙疎争端」 『人民日報』 1992年7月23日 































                                                        
135 「中越発表連合公報」 『人民日報』1991年11月11日 
136 于向東 「正常化以来中越関係の発展」 『中国与周辺国家：構建新型伙伴関係』 張蘊嶺 編 2008 社会科学文献出版社 125頁 





























                                                        
138 「中越連合声明」『人民日報』1999年2月28日 


















































































2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2011年 2013年 2015年 
X ≥60% 60 50 40 30 25 15 10 0 
45%≤X＜60% 40 35 35 30 25 15 10 0 
35%≤X＜45% 35 30 30 25 20 15 5 0 
30%≤X＜35% 30 25 25 20 17 10 5 0 
25%≤X＜30% 25 20 20 15 15 10 5 0 
20%≤X＜25% 20 20 15 15 15 10 0.5 0 
15%≤X＜20% 15 15 10 10 10 5 0.5 0 
10%≤X＜15% 10 10 10 10 8 5 0.5 0 
7%≤X＜10% 7 7 7 7 5 5 0.5 0 













































                                                        
146 1979年2月17日から3月16日まで続いた戦争のことである。この戦争は一カ月続いたが、実際、中国とベトナムの国境紛争は1989年ま
で続いた。 
147 阮 芳鸾 「中国・東盟自由貿易区背景下越中貿易関係研究」 学位論文 2009 中国地質大学 26〜28頁 と 「ジェトロ世界貿易投資報
告」（2008〜2011各年度）ベトナム編 ジェトロ を参照 
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10.1 11.1 14.6 







































































表13 2001年〜2011年アーリーハーベスト品目が中国の対ベトナムの貿易に占める割合 （単位：％） 
 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年 11年 
輸出 1.0 2.
9 
3.4 2.9 2.4 2.2 1.3 2.2 3.1 3.8 4.7 
輸入 7.4 9.
3 








中国企業の対外投資は既に 1990 年代から始まったが、一般的に中国企業の本格的な投資活動は 2000
年代から増加した。これは「走出去」政策の実施によるところが大きい。また、中国政府における対外



































12.8 16.9 20.8 43.5 
































  2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 
フロー順位 4 5 2 4 3 5 6 6 8 


















                                                        






























































                                                        
151 森 聡「南シナ海開放的な海洋秩序を形成できるか」外務省
http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/gaikou/vol4/pdfs/gaikou_vol4_27.pdf 2014年3月13日アクセス 





























                                                        
153 同上146頁を参照 
154 「歴史上的今天：西沙自衛反撃戦」新華網 http://news.xinhuanet.com/mil/2005-01/20/content_2485501.htm 2014年3月20日アクセ
ス 
155 「88年中越南沙海戦」 戦略網 http://history.chinaiiss.com/html/20078/10/a3e66.html 2014年3月20日アクセス 












2005年から 2010年 10月にかけて中国に拿捕されたベトナム漁船は 63隻、拘束された漁民は 725名













                                                        
157 Mike M. Mochizuki 「Political-Security Competition and the FTA Movement: Motivations and Consequences」 Mireya Solis, Barbara 
Stallings, and Saori N. katada 『Competitive Regionalism FTA Diffusion in the Pacific Rim』 2009 Palgrave Macmillan  54頁 
158 同上 55頁 
159 「Vietnam Demands Unconditional Release of Fishermen Held by China」Than Nien News 2010.10.8 
160 小谷 俊介 「南シナ海における中国の海洋進出および「海洋権益」維持活動」 『レファレンス』  2013 35〜36頁 
 http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_8358450_po_075403.pdf?contentNo=1 2014年3月23日アクセス 
161小谷 俊介 「南シナ海における中国の海洋進出および「海洋権益」維持活動」 『レファレンス』  2013 38頁 
 http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_8358450_po_075403.pdf?contentNo=1 2014年３月22日アクセス 
162 加藤 洋一 「アジア回帰外交成立の経緯とアジア諸国の反応」 久保 文明・高畑 昭男・東京財団「現代アメリカ」プロジェクト 編


























                                                        
163 Hillry Clinton 「America’s Pacific Century」 http://www.foreignpolicy.com/articles/2011/10/11/americas_pacific_century 2014
年3月23日アクセス 
164 「米国が対ベトナム武器禁輸措置を解除」『ベトジョ  ー ベトナムニュース』2007.02.28 
165 「Retrouvailles des Etats-Unis et du Vietnam」『Le Monde diplomatique』 2011   
   http://www.monde-diplomatique.fr/2011/06/MONTHEARD/20703 2014年3月23日アクセス 
166「緊張の南シナ海—なぜベトナムは強気なのか」『海国防衛ジャーナル』2011.6.14  
   http://blog.livedoor.jp/nonreal-pompandcircumstance/archives/50609621.html 2014年3月23日アクセス 
167 Le Hong Hiep 「Vietnam`s Hedging Strategy against China since Normalization」 『Contemporary Southeast Asia』Vol.35 No.3 2013 
338〜339頁 
168加藤 洋一 「アジア回帰外交成立の経緯とアジア諸国の反応」 久保 文明・高畑 昭男・東京財団「現代アメリカ」プロジェクト 編










表15 2006〜2013年ベトナムの中国からの輸入金額と輸入総額に占める割合  単位：億ドル、％ 
  2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 
中国からの輸入金額 59.0 73.9 125.0 156.5 164.4 200.2 245.9 287.9 369.5 
ベトナムの輸入総額 367.6 448.9 626.8 807.1 699.5 848.0 1067.5 1137.9 1290.0 








  表16 2006〜2013年ベトナムの対米国への輸出金額と輸出総額に占める割合 単位：億ドル；％ 
  2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 
対米国の輸出金額 59.2 78.3 100.9 118.7 113.6 142.4 169.3 196.7 238.7 
輸出総額 324.5 398.3 485.6 626.8 571.0 721.9 969.1 1145.7 1266.5 
構成比 18.3 19.7 20.8 18.9 19.9 19.7 17.5 17.2 18.8 




















2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 
2.4% 2.2% 2.7% 3.3% 4.3% 4.5% 4.3% 4.2% 4.1% 
16.0% 16.5% 20.2% 19.8% 
24.0% 23.8% 23.3% 25.5% 28.6% 
81.6% 81.3% 77.1% 76.9% 
71.7% 71.7% 72.4% 70.3% 67.3% 
米国からの輸入 中国からの輸入 その他 
2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 
18.2% 19.8% 20.8% 19.0% 20.0% 19.8% 17.5% 17.2% 18.8% 
9.9% 8.0% 7.4% 7.8% 9.5% 10.7% 12.0% 11.1% 10.5% 
71.9% 72.2% 71.8% 73.2% 70.5% 69.5% 70.5% 71.7% 70.7% 




























                                                        
169 ベトナムの対米輸出品目はジェトロ 『世界貿易投資報告—ベトナム編』（2008、2009、2010、2011、2012、2013年号）の統計に基づく。
http://www.jetro.go.jp/world/asia/vn/ 2014年11月25日アクセス 
170 「ベトナムのシンクタンクとの対話：中国とどう対峙したらいいのか」 国家基本問題研究所 
 http://jinf.jp/wp-content/uploads/2012/08/ベトナム訪問本文修正12-5-8.pdf 2014年3月23日アクセス 
171 「Chinese Military Seeks to Extend Its Naval Power」 The New York Times April 23,10  
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176 Mike M. Mochizuki 「Political-Security Competition and the FTA Movement: Motivations and Consequences」Mireya Solis, Barbara 
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